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成果の概要/平島剛志 
 

 
欧州分子生物学研究所（ハイデルベルグ、ドイツ）にて行われた会議 Physics of cells 

and tissues – Modelling meets experiment では、細胞や生体組織に対して、数理モ

デル化をはじめとして、物理的視点から現象を解析する研究が数多く発表された。会

議は 2015 年 9 月 30 日から 10 月 2 日の３日間で行われ、発表者はおよそ 80 人だった

（講演：３６人、ポスター：４２人）。出席者のほとんどはヨーロッパ諸国からで、他、

アメリカ合衆国やシンガポールから十数人参加していた。日本からの参加者は、私を

含めて２人だった。 
私は口頭発表に選ばれ、中日の午前中に発表を行った。発表のタイトルは、“On 

Dynamic Cellular Behaviors Realizing Homeostatic Radial Size in Developing 
Epithelial Tubule”で、細胞増殖する多細胞管が動的に管径を維持するメカニズムにつ

いて話した。物理出身の理論家が数多く集まっていたので、生物学実験の内容を含む

私の発表に興味を持つかどうか、少し不安はあったものの、数理モデルの話も含まれ

ていたためか、発表後にすぐに５人ほどが手を挙げた。そのうち、時間内に質問を受

け付けることできたのは２つだった。１つは、Dennis Discher (Univ. Pennsylvania, 
USA)から、もう一つは、Samuel Safran (Weizmann Institute of Science, Israel)から

のものだった。どちらも、実験に関する質問で、これらには短い答えを返した。 
講演後、何人かの参加者と議論を行った。特に、Fabian Rost (TU Dresden, 

Germany)から貴重な意見をもらった。彼は、実験のグループと共同で、アホロートル

の尻尾を用いて、脊髄の再生現象の数理モデル化を試みている。アホロートルの脊髄

は管状になっており、これを分断すると元の形を復元するように再生する。彼は、そ

のときに脊髄の径長が保たれていることに疑問を持っていたようで、それに対するア

イデアを話してもらった。こちらも彼のポスター発表で研究の内容を聞き、互いに意

見交換をしあった。 
今回の会議のプレナリースピーカーは、Frank Julicher (Max Planc Institute, 

Germany)と Raymond Goldstein (Univ. Cambridge)の２人だった。Julicher は、シ

ョウジョウバエの羽原基のかたち作りを題材に、個々の細胞の運動を定量化する新し

い手法について話した。また、Raymond Goldstein は、ボルボックスの細胞膜が裏返

る現象を定量化し、数理モデルで現象を理解する研究について講演した。どちらも、

理論物理の出身であるにも関わらず、生物学実験の定量データを交えて数理解析を行

っており、生命科学での実験と数理モデルの交流が盛んに行われている現状を象徴し

ていて、興味深かった。 
招待講演者の中で、特に印象深かったのは、Benjamin Simons (Cavendish 

Laboratory, UK)だった。精細管内の幹細胞の不均一性を保つ仕組みに関する話題で、

実験データを説明する物理モデルをとてもわかりやすく話した。日本のグループと共

同研究を行っており、彼は実験データを受け取って理論を作る役割をしているのだが、

理論の内容に固執することなく、とてもわかりやすく実験内容をも説明しており、生



命現象に対する理論と実験の融合を丁寧に進めている印象を受けた。 
ポスターの内容は、分子レベルの話から生体組織レベルの話まで幅広く多岐にわた

っていた。その中でもとくに、細胞骨格のアクチンをテーマとする内容が多いように

感じた。また、オーガナイザーの一人である Ulrich Schwarz (Univ Heidelberg)の研

究室から 6 人ほどポスターを出しており、勢いを感じた。ただし、ポスターの話題は、

数理モデルの話題がほとんどで、実験結果と照らし合わせて議論を進めるような話は

少なかったように感じた。 
今回の会議参加の目的の一つは、私が行っている研究内容を参加者に紹介し、意見

や批判をもらうためである。今回の会議は、研究所に併設した会場で行なわれたため、

参加登録をした人たちの他に、研究所関係の人たちが聞きに来ていた可能性があり、

研究アピールの良い機会になった。また、今回の会議で発表した内容は、来年度はじ

めには国際誌に投稿予定であるため、査読前に評価を受ける機会にもなった。参加の

目的を達成できることができ、また、国際学会で口頭発表をする貴重な経験を得るこ

とができた。 
 
  

 
会議参加者の集合写真。最終日 10 月 2 日に撮影。 


